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　はじめに

シャチブリ科は三大洋の深海域に広く分布し，

日本国内からはシログチシャチブリ Ateleopus eden-

tatus Kaga, 2016，シャチブリ Ateleopus japonicus 

Bleeker, 1853（ムラサキシャチブリ Ateleopus pur-

pureus Tanaka, 1915とタナベシャチブリ Ateleopus 

tanabensis Tanaka, 1918は A. japonicusの新参異名），

ヒョウモンシャチブリ Guentherus katoi Senou, 

Kuwayama and Hirate, 2008，およびオオシャチブリ

Ijimaia dofleini Sauter, 1905の 3属 4種が知られて

い る（ 藍 澤・ 土 居 内，2013；Kago et al., 2015；

Kago, 2016）．

2019年 6月 3日に鹿児島県宇治群島の宇治島沖

から 1個体（体長 781.0 mm，全長 840 mm）のシャ

チブリ科魚類が採集され，特徴的な体型や腹鰭の

形態からヒョウモンシャチブリに同定された．本

種は熊野灘と沖縄諸島の久米島沖から採集された

3個体に基づき Senou et al. (2008)によって記載さ

れ，その後の標本に基づく追加報告がない稀種で

ある．したがって，本研究は本種の 2例目の記録

となるとともに，形態の特徴や分布域の知見蓄積

となるためここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Senou et al. (2008)にしたがっ

た．標準体長は体長または SLと表記した．計測

はノギスを用いて 0.1 mm単位まで行い，計測値

は体長に対する百分率（%）で示した．標本の作

製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学

総合研究博物館（KAUM）に保管されており，生

鮮時の写真は同館のデータベースに登録されてい

る．

　結果と考察

Guentherus katoi Senou, Kuwayama and Hirate, 2008

ヒョウモンシャチブリ　（Figs. 1, 2）

標本　KAUM–I. 130234，体長 781.0 mm，全長

840 mm，鹿児島県宇治群島宇治島北方約 4 km

沖（31°15′07″N, 129°28′41″E），水深 400 m，2019

年 6月 3日，底曳網，重徳丸，倉津和孝．

記載　背鰭軟条数 11；胸鰭軟条数 15；腹鰭軟

条数 3（遊離軟条）+7；臀鰭軟条数 77；尾鰭分

枝軟条数 10；鰓耙数 5+17．体各部計測値の体長

に対する割合（%）：頭長 25.8；吻長 9.8；眼径 4.9；

両眼間隔 6.8；上顎長 11.8；背鰭前長 35.9；臀鰭

前長 53.6；腹鰭起部での体高 24.1；肛門での体高

23.7；頭幅 13.8；背鰭高 19.3；背鰭基底長 9.1；

胸鰭長 22.7；胸鰭基底長 4.0；腹鰭第 1遊離軟条

長 24.9；腹鰭第 2遊離軟条長 8.7；腹鰭第 3遊離

軟条長 14.2；腹鰭長 12.0；臀鰭最長軟条長 11.1；

臀鰭基底長 48.0；尾鰭最長軟条長 8.7．

体は側扁し，太短いリボン状（Fig. 1A）．体表

はひじょうに柔らかく，鱗と側線を欠く．体高は

鹿児島県から得られたシャチブリ科の稀種ヒョウモンシャチブリ
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背鰭起部で最大．肛門は臀鰭直前に開孔する．頭

部はやや大きく，体長は頭長の 3.9倍．吻部は前

方で僅かにへこむ．吻端は鈍く尖り，上顎先端を

僅かに越える．鼻孔は 2対で，互いに接近し，眼

直前に位置する．後鼻孔は前鼻孔より大きく，前

者の大きさは後者の約 2倍．両鼻孔ともに皮弁を

備える．口はひじょうに大きく，上顎後端は眼後

縁を越える．上顎先端は下顎先端よりも著しく突

出する．口内に歯は全く無い．両唇ともひじょう

に厚く，柔らかい皮状．主上顎骨はひじょうに幅

広く，後縁は丸みをおびる．眼はやや大きく，上

方に位置し，上縁は頭部背縁に含まれる．眼直後

に台形状の大きな骨質隆起がある（Fig. 1B）．鰓

蓋は尖らず，後縁は直線状．鰓蓋上端は胸鰭基部

より上方に位置する．鰓耙はよく発達し，細長い

棒状で，先端は鈍く尖る．背鰭は高く，背鰭高は

基底長よりもはるかに大きい．背鰭先端はやや尖

り，各鰭条は僅かに伸長する．背鰭起部は胸鰭基

部よりも僅か後方に位置する．胸鰭は体軸上，鰓

蓋後縁直後に位置し，先端は肛門直上に達する．

胸鰭基部は腹鰭基部とほぼ同大．腹鰭はよく発達

し，前方の 3軟条が遊離する（Fig. 1C）．第 1遊

離軟条は最も太長く，その先端は肛門後縁に達す

る．第 2遊離軟条は最も細短く，その長さは第 1

遊離軟条の約三分の一．第 3遊離軟条は第 1・2

遊離軟条の中間の長さ．第 1・3遊離軟条の先端

は披針形に発達し，特に第 1遊離軟条先端はよく

発達する．先端の披針形部は滑らかで，突起など

を欠く．第 2遊離軟条先端は細長い糸状．遊離軟

条より後方の腹鰭鰭条は鰭膜で完全につながる．

Fig. 1. Fresh specimen of Guentherus katoi from off Uji-jima island, Uji Islands, Kagoshima Prefecture, Japan. A, whole body; B, close up of 
head; C, close up of pelvic fin. Pelvic-fin ray abbreviated as PFR.
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腹鰭はやや尖り，たたんだ先端は第 2遊離軟条を

越える．臀鰭は基底がひじょうに長く，体長の半

分近くを占める．臀鰭軟条は前方から後方にした

がい長くなる．尾鰭は小さく，下縁は鰭膜で臀鰭

とつながる．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）：体は全体的に黒

褐色で，体側前方の中央部から腹部にかけては不

明瞭な小黒褐色斑が密にはいる．口部と頭部の骨

質突起は白色．各鰭は腹鰭遊離軟条を除き，黒褐

色．腹鰭遊離軟条は一様に白色．

分布　太平洋沿岸の熊野灘（三重県）と東シ

ナ海の宇治島沖（鹿児島県）および久米島沖（沖

縄県）からのみ記録されている（Senou et al., 

2008；本研究：Fig. 2）．

備考　記載標本は体に鱗や側線を欠くこと，頭

長が体長の 25.8%（以下 % SL）であること，上

顎長が 11.8% SLであること，第 1・3遊離腹鰭軟

条先端の披針形部が白色であることが Senou et al. 

(2008)が示したヒョウモンシャチブリ Guentherus 

katoiの識別的特徴とよく一致した．一方，同様

に本種の識別的特徴である眼径と背鰭高の値およ

び体色については Senou et al. (2008)と比べ，以

下の通り僅かな相違が確認された（眼径：－ 0.3% 

SL；背鰭高：－ 1.6% SL；体色：全体的に黒褐色

で小黒褐色斑が少ない）．しかし，これらの相違

は僅かであることに加え，原記載の標本数が 3個

体と少ないことからヒョウモンシャチブリの種内

変異であると考えるのが妥当である．また，記載

標本の腹鰭遊離軟条長は原記載の値と比べ，著し

く小さい（第 1軟条：－ 6.5% SL；第 2軟条：－

4.1% SL；第 3軟条：－ 3.7% SL）．しかし，腹鰭

遊離軟条の長さは種内変異が大きい形質と考えら

れ，同属他種である Guentherus altivela Osório 

1917でも同程度の変異が確認されているため

（Bussing and López, 1977），本研究でも腹鰭遊離

軟条の長さの相違は種内変異であるとみなした．

以上のことから，本研究で記載した鹿児島県産の

1標本はヒョウモンシャチブリ G. katoiに同定さ

れた．

ヒョウモンシャチブリは大西洋と東太平洋に

分布する唯一の同属他種である G. altivelaと比較

して，体に鱗と側線を欠くこと，第 1・3遊離軟

条先端の披針形部が白色であること（全長 480 

mm以上の G. altivelaでは黒色で，全長 300–350 

mmでは第 1遊離腹鰭軟条のみが黒色），頭長が

25.6–26.0% SL（26.4–35.0% SL），眼径が 4.9–6.0% 

SL（2.4–3.5% SL）， 上 顎 長 が 11.7–13.0% SL

（13.5–18.6% SL），および背鰭高が 19.3–23.9% SL

（26.2–32.7% SL）であることから容易に識別され

る（Senou et al., 2008；本研究）．Senou et al. (2008)

が指摘したヒョウモンシャチブリと G. altivelaの

体色の相違（前者は体に小黒褐色斑が多くあるの

に対して，後者は一様に黒褐色）について，本研

究では上述のように前者の特徴に変異が確認され

たため，識別に有効な形質か検討が必要である．

ヒョウモンシャチブリは熊野灘と沖縄諸島の

久米島沖から採集された 3個体に基づき記載さ

れ，その後の標本に基づく追加報告はなかった．

したがって，本研究は本種の 2例目の記録になる

とともに九州からの初記録となる（Fig. 2）．また，

これまで知られていた本種の最大サイズは体長

694.2 mmであるため（Senou et al. 2008），記載標

本（体長 781.0 mm）は本種の最大サイズを僅か

に更新するものとなる．ヒョウモンシャチブリは

大型に成長することに加え，シャチブリ科魚類の

中で特徴的な形態（太短い体型や腹鰭遊離軟条な

ど）にも関わらず，他シャチブリ科魚類と比べ，

記録例は格段に少ない．これは本種が漁業の行い

Fig. 2. Distributional records of Guentherus katoi. Star and circles 
indicate new and previous records, respectively.
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にくい急峻な岩場などに生息している可能性や

生息個体数自体が著しく少ない可能性が考えら

れる．
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